
　
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

精
密
打
ち
抜
き
、
Ｆ
Ｂ

技
術
が
日
本
に
上
陸
し
て
半

世
紀
が
経
過
し
た
。
最
大
の
顧
客
で
あ
る
自
動
車
産
業
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
日
本

の
Ｆ
Ｂ
関
連
メ
ー
カ
ー
は
高
品
質
、
高
精
度
、
高
効
率
、
低
コ
ス
ト
を
念
頭
に
技
術
革

新
を
進
め
て
き
た
。
一
方
、
自
動
車
産
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
環
境
規
制
の
強
化
な

ど
を
背
景
に
、
構
造
変
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
Ｆ
Ｂ
技
術
も
自
動
車
に
次
ぐ
成
長

分
野
の
開
拓
、
小
ロ
ッ
ト
化
対
応
な
ど
新
た
な
方
向
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

金型の精度を確認するためのテストライン
にも利用される（昭和精工提供）

技術革新の進展で新たな方向性を追求

ファインブランキング加工
自
動
車
産
業
と
共
に
成
長
環
境
配
慮
、
新
分
野
開
拓
も

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ５月２４日 木曜日 　　

上
は
従
来
打
ち
抜
き
工
法

に
よ
る
打
ち
抜
き
面
、
下
は

Ｆ
Ｂ
に
よ
る
打
ち
抜
き
面
。

Ｆ
Ｂ
に
よ
る
打
ち
抜
き
面
が

滑
ら
か
で
、
切
削
に
よ
る
加

工
面
と
遜
色
な
い
こ
と
が
わ

か
る

秦
野
精
密
提
供

　
Ｆ
Ｂ
技
術
は
１
９
２
２
年

に
ス
イ
ス
で
開
発
さ
れ
た
。

金
属
を
プ
レ
ス
で
打
ち
抜
く

際
、
従
来
は
破
断
面
の
切
り

口
を
滑
ら
か
に
仕
上
げ
る
た

め
に
切
削
に
よ
る
後
加
工
が

必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

Ｆ
Ｂ
は
一
工
程
で
滑
ら
か
に

切
断
す
る
た
め
、
生
産
工
程

を
短
縮
で
き
、
コ
ス
ト
を
減

ら
せ
る
利
点
が
あ
る
。

　
Ｆ
Ｂ
は
最
初
、
ミ
シ
ン
、

事
務
機
、
時
計
、
カ
メ
ラ
な

ど
の
精
密
機
械
の
部
品
加
工

技
術
と
し
て
広
ま
っ
た
。
日

本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は

年

代
。
日
本
で
は
そ
の
後
、
機

械
加
工
仕
上
げ
に
匹
敵
す
る

加
工
面
や
製
品
精
度
が
得
ら

れ
、
工
程
も
省
略
で
き
る
工

法
で
あ
る
こ
と
が
産
学
官
連

携
に
よ
る
研
究
で
実
証
さ

れ
、

年
代
に
入
り
急
速
に

普
及
し
た
。

　
当
初
、
Ｆ
Ｂ
は
厚
さ
１

程
度
の
軟
鋼
板
を
平
滑
に

剪
断
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

せ
ん
だ
ん

っ
た
、
自
動
車
分
野
へ
の
採

用
に
よ
り
技
術
が
進
歩
し

た
。
厚
く
て
硬
い
材
料
へ
の

適
用
や
、
切
削
、
焼
結
、
鋳

造
、
鍛
造
な
ど
か
ら
の
Ｆ
Ｂ

化
が
進
ん
だ
。
現
在
は
絞
り

や
冷
間
鍛
造
と
の
複
合
成
形

な
ど
、
立
体
形
状
の
加
工
が

Ｆ
Ｂ
の
最
も
得
意
と
す
る
分

野
と
さ
れ
る
。

　
Ｆ
Ｂ
加
工
品
の
約
８
割
は

自
動
車
向
け
と
さ
れ
、
残
り

は
電
気
・
電
子
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
自
動
車
関
連
で
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
シ
ー
ト
、

ブ
レ
ー
キ
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
、
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ

ャ
ー
、
エ
ア
コ
ン
部
品
な
ど

の
加
工
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｂ
技
術
の
導
入
に
よ

り
工
程
を
短
縮
し
つ
つ
、
高

品
質
な
製
品
の
量
産
が
可
能

に
な
る
。
自
動
車
産
業
が
Ｆ

Ｂ
を
採
用
し
た
の
も
製
造
原

価
の
低
減
、
高
精
度
化
、
部

品
の
軽
量
化
な
ど
、
年
々
強

ま
る
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
背
景
に
あ
る
。

　
Ｆ
Ｂ
は
硬
い
材
料
を
使
っ

た
高
精
度
、
複
雑
形
状
の
加

工
に
も
対
応
す
る
。
板
鍛
造

の
ほ
か
に
面
付
け
、
ザ
グ

リ
、
半
抜
き
、
押
し
出
し
、

刻
印
と
い
っ
た
各
種
加
工
に

も
対
応
す
る
。
複
数
の
加
工

を
行
え
る
Ｆ
Ｂ
は
コ
ス
ト
削

減
に
も
寄
与
す
る
。
Ｆ
Ｂ
に

関
わ
る
プ
レ
ス
機
、
金
型
、

加
工
油
剤
、
周
辺
装
置
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
は
技
術
革
新
を

重
ね
て
き
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｂ
の

中
心
顧
客
だ
っ
た
自
動
車
業

界
は
今
、
構
造
変
化
を
迎
え

て
い
る
。
一
つ
は
生
産
拠
点

の
海
外
移
転
だ
。
完
成
車
メ

ー
カ
ー
や
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
の
海
外
展
開
に
伴
い
、
Ｆ

Ｂ
加
工
メ
ー
カ
ー
も
米
国
、

中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の

新
興
国
に
海
外
展
開
を
加
速

し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
新
興
国
で
は
現

地
の
加
工
メ
ー
カ
ー
の
技
術

力
も
年
々
向
上
し
て
い
る
。

高
品
質
、
高
精
度
を
求
め
る

日
系
や
欧
米
系
の
顧
客
か
ら

の
受
注
に
向
け
て
、
最
新
の

機
械
・
装
置
類
の
導
入
に
も

熱
心
だ
。
た
だ
、
Ｆ
Ｂ
製
品

は
最
新
の
専
用
プ
レ
ス
機
を

導
入
す
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に

加
工
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
金
型
設
計
、
金
型
材

料
、
加
工
油
剤
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
な
ど
を
含
む
総
合
力
が

必
要
に
な
る
。
日
本
の
Ｆ
Ｂ

関
連
企
業
に
は
、
現
地
の
加

工
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
一
歩
も

二
歩
も
先
を
行
く
技
術
を
常

に
開
発
し
続
け
る
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
構
造
変
化
が

地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
問
題
へ
の
対
応

だ
。
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
削
減
は
も
は
や
時

代
の
要
請
と
な
り
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

や
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｐ
Ｈ
Ｖ

、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

へ
の
注
目
が
か
つ

て
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
次
世
代
車
は
モ
ー
タ

ー
や
充
電
池
な
ど
、
搭
載
す

る
部
品
が
従
来
の
ガ
ソ
リ
ン

車
と
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
当
然
、
不
要
に
な
る

部
品
も
あ
り
、
Ｅ
Ｖ
の
部
品

点
数
は
ガ
ソ
リ
ン
車
の
３
分

の
１
程
度
と
も
言
わ
れ
る
。

　
環
境
配
慮
の
点
で
軽
量
化

へ
の
対
応
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
強
度
が
必
要
な
部
品

で
は
高
硬
度
材
の
採
用
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
強
度
が
そ

れ
ほ
ど
求
め
ら
れ
な
い
部
品

は
樹
脂
化
が
進
ん
で
い
る
。

ど
ち
ら
も
プ
レ
ス
加
工
に
と

っ
て
は
難
加
工
の
部
類
に
入

る
。
こ
う
し
た
部
品
構
成
の

変
化
や
新
素
材
の
登
場
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
技
術
力
を

持
つ
か
ど
う
か
が
、
今
後
の

Ｆ
Ｂ
関
連
企
業
の
成
長
を
左

右
す
る
。

　
成
長
に
向
け
て
は
医
療
機

器
や
航
空
宇
宙
産
業
と
い
っ

た
、
自
動
車
産
業
と
並
び
立

つ
柱
に
な
る
加
工
分
野
を
積

極
開
拓
し
、
育
て
て
い
く
こ

と
も
必
要
に
な
る
。
こ
う
し

た
新
分
野
の
開
拓
で
は
、
こ

れ
ま
で
自
動
車
産
業
の
高
度

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
技

術
力
が
大
き
な
武
器
に
な
り

そ
う
だ
。
自
動
車
産
業
は
部

品
の
強
度
や
耐
久
性
、
品

質
、
精
度
に
つ
い
て
、
他
の

産
業
よ
り
も
一
段
と
高
い
レ

ベ
ル
が
要
求
さ
れ
る
。
自
動

車
向
け
の
取
引
実
績
が
あ
る

こ
と
は
高
い
技
術
力
と
信
頼

性
を
持
つ
証
と
も
い
え
、
新

規
開
拓
す
る
上
で
大
き
な
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
新
規
分
野
を
開
拓
す
る
上

で
は
、
部
品
生
産
の
小
ロ
ッ

ト
化
へ
の
対
応
も
課
題
と
な

る
。
日
本
の
Ｆ
Ｂ
技
術
は
高

品
質
な
大
量
生
産
の
た
め
の

加
工
技
術
と
し
て
発
展
し
て

き
た
背
景
が
あ
る
。
一
方
、

時
代
の
流
れ
は
多
品
種
少
量

生
産
へ
と
移
っ
て
お
り
、
小

ロ
ッ
ト
対
応
可
能
な
柔
軟
性

の
あ
る
加
工
方
法
に
見
直
す

動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　
小
ロ
ッ
ト
の
部
品
を
高
精

度
か
つ
低
コ
ス
ト
で
生
産
す

る
手
法
と
し
て
、
Ｆ
Ｂ
分
野

で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
多

軸
プ
レ
ス
だ
。
多
軸
プ
レ
ス

は
型
に
セ
ッ
ト
し
た
材
料
を

動
か
さ
ず
、
工
程
ご
と
に
型

内
部
で
複
数
の
軸
を
動
か
し

な
が
ら
成
形
す
る
。
従
来
の

順
送
加
工
と
比
べ
て
プ
レ
ス

機
や
金
型
を
小
型
化
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
コ
ス
ト
削
減

に
も
貢
献
す
る
。
成
形
中
に

同
じ
位
置
に
材
料
が
と
ど
ま

る
た
め
、
優
れ
た
同
心
度
を

達
成
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
、
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。


